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～消防団の運営について～
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消防団って何してる？

• 無火災推進日（毎月5日・20日）の防火広報巡回

• 各消防団ごとの消防訓練（震災対応訓練／山林訓練など）

• 地域行事の警備・防火指導

• 災害時の出動

• 地域の方たちとの関係づくり



消防団の現状

• 人員の不足

→消防団員数の減少と平均年齢の上昇

• 地元住民のみでなく、移住者や学生団員の増加

• コロナ渦による団員募集の場の減少

• 社会のしくみの変化に伴い、活動状況も変化



各分団の運営について

• 現在団員20名

→実質的に動ける団員さんの確保

• 年齢差をうまく活かす

• 地域の防災は地域で住む人たち全員でするもの

• 世代交代の難しさ



地域団体の維持のために

• 地域でのつながりを広げていく

⇒地元の人だけでなく，新しい人材を投入していく

• 「上手な世代交代」を考えていく

• 運営方法の検討

⇒今の時代に即したものを！



ご清聴 ありがとうございました


